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令和2年6月10日

営業部長　吉田輝夫様 

営業2課　山田太郎　

私の担当しておりました株式会社○○商事が2012年9月10日に倒産し、売掛金750万円が回収不能となりましたことは、すべて私の責任です。会社に多大な損害を与え、まことに申し訳なく、深くお詫び申し上げます。
○○商事につきましては・経営不振の噂が立っていましたが、このところ、業績が伸びはじめていたため、油断しておりました。
債権整理につきましては、目下、顧問弁護士事務所に依頼し、処理中ですので、後日、経過を報告いたします。
日頃の情報収集を怠り、取引先の内情を十分に把握することができずにいたことを深く反省しております。今後は顧客管理を一層厳重にし、このような事態を二度と起こすことのないように十分注意し、業務に精進しますことを誓います。
このたびの失態につきましては、どのようなご処置を受けましても、従います。
以上

